




















































































Step 1 雰囲気作り 3分
Step 2 使われている言葉・用語の理解 3分
Step 3 主張の概要の把握 6分
Step 4 主張の根拠・理由の理解 12分
Step 5 既有知識との関連づけ 15分
Step 6 経験・体験との関連づけ 12分
Step 7 主張に対する意見や評価 3分


















































































































































































































































































Step 1 雰囲気作り 〇分
Step 2 専門用語の理解 〇分
Step 3 臨床で役立った専門知識・技術 〇分
Step 4 臨床で不足を感じた専門知識・技術 〇分
Step 5 印象に残った臨床での事例 〇分
Step 6 臨地実習でこそ学べたことがら 〇分
Step 7 討論活動のふり返り 〇分
 （合計〇〇分）
　テキストに表された特定の主張について理解しようとする場合と、それぞれ
の体験から学び合おうとする場合では、視点や観点が異なってくる。したがっ
て、「Step2専門用語の理解」以外については、LTDとLTD-NPの内容は必ず
しも対応していない。LTD-NPでは、学校での講義や演習、実習で学習したこ
とを実際の実践場面で展開する際の課題とともに、それぞれの背景を持った生
身の患者と対応する際に生ずるさまざまな出来事への対処のあり方、といった
ことがらが対象となる。そこで、テキスト理解と共通する用語調べの他に、「役
立った知識・技術」「足りないと感じた技術」「臨床で初めて出会ったできごと」
「臨地実習でこそ学べたこと」という４つの観点からの体験理解を図ろうとす
るのがLTD-NPの過程プランである。これら４つが必要十分な観点であるかど
うかは、今後実践研究を積み重ねる中で検討していかなければならない。
　ところで、先述した「LTD（過程プラン）の特徴」は、臨地実習における
体験的な学びにも応用可能であることを示しているように思われる。臨地実習
における学びでは、まず、（a）その実習施設の看護方針に批評や評価を交える
ことなく従う必要がある。熱意ある看護職志望者であるほど、学んだ看護知識
や技術を厳格に展開しようとしがちであるが、現場は教科書通りに動いている
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わけではない。また、優れた考え方や技法ほど、多種多様な現場の状況に柔軟
に対応できるものである。したがって、学習者は当該施設の方針をしっかりと
受け止めて実習に臨むことが求められる。
　次に、（b）臨地実習は、特定の実習施設で特定の受け持ち患者の看護を通し
て行われる個別的、体験的な学びである。もちろん、個々の実習者がそれぞれ
の持ち場で体験する学びにも意義深いものがあるだろう。しかしながら、多様
な状況下でのそうした各自の学びを仲間とシェアすることによって、個別事例
での限定的な体験をより一般的な経験へと敷衍することが可能となるだろう。
協同学習の個人思考から集団思考へという方略に沿ったミーティング＝グルー
プでの討論を行うことにより、個別的な学びから、仲間との交流によってより
豊かで実りある体験的学びを導くことが期待される。
　そして、（c）協同学習ではグループ活動でメンバー間の相互作用を通して学
びを深めていくが、LTD-NPによる仲間との相互交流も、コミュニケーション
技能などの社会的スキル向上の貴重な機会となる。これは臨地実習の達成目標
とも一致するものだろう。看護実践は、看護者と患者の人間的関わりを介して
遂行されることから、人を対象としたケアにとって対人関係能力を始めとする
社会的スキルは、欠くことのできない要件となる。信頼にもとづく人間関係が
形成されて初めて、看護ケアも生きて働くものとなるのである。
臨地実習におけるLTD-NPの効果
　これまで、協同学習を基盤とするLTD話し合い学習法を看護学の臨地実習
に応用する可能性について論じてきた。今後、LTD-NPの効果について実証的
な検討を行うつもりであるが、ここでは、愛知県に所在する私立Ａ大学看護系
学部の３年次成人急性期実習において、試行的に実施したLTD-NP過程プラン
が学習者に与える影響について報告しよう。
　以下に示すのは、ミーティング（実習の際は「まとめの会」と称していた）
のStep7における「ふり返り」の後、実習参加者によってまとめられた自由記述
データである。これらの自由記述を通読した結果、記述内容は大きく４つにま
とめることができた。すなわち、（１）仲間の体験からの学び、（２）自らの学び・
体験の整理と深化、（３）次なる学びへのモチベーション、（４）社会的スキル
向上への気づき、である（引用は原文のまま、なお記述の一部は省略した）。
（１） 仲間の体験からの学び
　実習参加者が指摘した内容でもっとも多かったのは、自分は経験しなかった
が、ミーティングにおける討論での仲間の体験を聞くことから学ぶことができ
た、というものである。
　・グループメンバーと話し合うことで自分が体験できなかったことや、行った
手術が違うだけで観察項目や離床・活動範囲が異なってくるのがわかった。
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　・お互いに学べたことを話し合ったことで、自分の立場だったらこうしたの
だろうと考えたり、相手はこのように対応したのかと考えることができた。
また、自分が経験してないことも相手が話してくれるため、自分が体験し
たような気になって、自分も一緒に学べた。
　・他学生の意見や体験を聞いて、一人一人疾患や経過が違っているので、も
し自分が他の患者さんを受け持った場合どうするかを考えることができた。
　・まとめの会では、自分の患者とまったく違う状態の患者への接し方や、
･･･いつものような実習で受け持つ患者と接する中でもどのように接すれ
ばコミュニケーションがとりやすいとか、知ることができた。
　・実習をしていて、自分が経験できることは限られているため、他の学生が
学んだことを聞き、共有することの大切さを学ぶこともできました。
　・発表を聞いて急性期の患者への援助は様々な方法・工夫があることを知り、
状態の変化が速い中で自分ができる最大のことは何か、改めて考えること
ができた。
　・同じ急性期、同じ脳神経外科病棟でも、患者さんによって全く違う体験を
しているとわかりました。
　・グループメンバーとのまとめの会での振り返りをして、自分が今回の実習
でできなかったこと、こんな発見をした、こんなことを実習で学んだなど
交流することで自分と同じ学びや反省がある人や自分では考えられなかっ
た対策をしたなどの発表を聞くことができた。
　・〇病棟の人の学びを聞いて、病棟が違っても看護師の役割や振る舞いは同
じところがたくさんあることがわかった。どの病棟でも看護師は患者の不
安の軽減や症状の観察やそこからのアセスメントをして適切な援助を行っ
ていることがわかった。
　・みんなの発表を聞くことで、自分が気づけなかったことに気づくこともで
きた。例えば、コミュニケーションをとる際、私の受け持ち患者さんはコ
ミュニケーション障害のない患者さんで、コミュニケーション障害のある
患者さんと接するときのコミュニケーション方法は考えておらず、患者さ
んが分かりやすいジェスチャーを使ったり、筆談で会話するといった方法
があるのだということが分かった。
　・他の５人の発表を聞き、不安を緩和させるためにたくさんの方法があると
思った。
　・まとめの会では〇病棟と〇病棟の違いを知れたことが大きな収穫になった
と思います。
　・私達が実習をしていた整形外科と、他のグループが実習していた消化器で
は、多くの違いはあるが、患者の退院後を考えて看護しているのだという
ことが学べた。
　・メンバーの受け持ち患者さんとのエピソードを通し、みんながどう感じ、
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どのように対処したかを交流することができ、考え方について学ぶことが
できた。
　・学びや印象を交流し、私たちの病棟ではなかった事を得ることができまし
た。
　・今回まとめの会を通して、私は退院支援は実施できなかったが、実施した
人達の話を聞いて、･･･患者さんにとっては、退院という事は、嬉しい気
持ちもありつつ、不安な気持ちもあるため、少しでも患者さんがご自身や
家族と協力しながら実施できるようにしていくため、退院支援が大切であ
ると学ぶ事ができた。
　・話し合いの中で術前の情報と術後の状態を比較する大切さを学んだ。
　・自分が経験できなかったエピソードや事例を共有することで、急性期看護
というものを深く理解することができた。
　・グループメンバーの発表を聞き、共感したことや、自分だけでは学びきれ
なかった部分など、様々なことがわかった。術後の看護として看護展開の
早さやその上での看護計画の優先順位など、術後の患者で違う疾患でも共
通して上がる問題や術後日数ごとに優先される問題があること、患者の回
復の早さによって計画の目標が変わったりすることなど知ることができ
た。
（２） 自らの学び・体験の整理と深化
　２つ目の気づきは、仲間のさまざまな体験を聞くことや自分の体験を仲間に
話すことが、自身の知識や体験内容をより明確にしたり、まとめることにつな
がったとする意見である。
　・同じ術式の人を受け持った人がいても、年齢などで回復が遅かったり、回
復の仕方が違ったりして、個人差があって驚いた。そこから、個別性の看
護がうまれてくるのであろうと考えた。自分が感じていることや学べたこ
とを話したことで、自分の考えが頭にまとまったような気がした。
　・自分が学んだことでも、他のメンバーに言われて具体的に表したり、抽象
的に表したりして、言葉にあらわすだけでなく、どうして自分がそう思っ
たのかを質問などを通して話し合うことで、自分がこの実習で何を学んで
何ができなかった、足りなかったのかが分かった。
　・他の学生の話を聞き、判断力の無さ、経過を追って検査値をみていく必要
性や術前・術後の変化、ケアを効率よく行う方法など、自分に足りないも
のにも気づくことができた。
　・まとめの会をしてグループメンバーの学びを聞いて、意見を交換し合って
自分の学びを深めることができたと思った。
　・話し合いを終えて、みんなの具体的な体験から、足りない知識や技術・学
んだことが分かった。
　・具体的に清潔ケアの有効なすすめ方なども共有し、学びを深めることがで
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きた。
　・みんなで意見の交換・情報共有したことで急性期看護について様々な思い
や考えを聞くことができたので、学びを深めることができたと思います。
　・患者は術後の苦しさ・不安によって精神的に不安定になることが急性期に
はあるが、その時に看護師が心のケアも図り、安心感を与えることの重要
性が分かった。
　・グループメンバーで多くの意見や学び、エピソードについて得ることがで
き、学びを深めることができたと思います。
　・私がまとめに書けていないことを発表している人もいたので、いろんな視
点から考えることができた。
　・自分の視点で学んだことと、他の学生のそれぞれの視点から学んだことを
共有できてよかった。
　・自分の考えてた精神的な援助は、回復の後何がしたいかを聞き出したりし
て、手術に対して前向きに考えてもらえるようにコミュニケーションを取
ることだと思っていたが、他にも患者ごとの精神状態に合ったコミュニ
ケーションや、笑顔で寄り添うだけでも不安は軽減されることを知り、術
前患者へのコミュニケーションや、手術に対して不安な患者への看護師の
必要性がわかった。
（３） 次なる学びへのモチベーション
　自由記述の内容で２番目に多かったのは、仲間とそれぞれの体験を共有する
中で、看護の現場でどのような知識や技術、患者との関わり方が必要とされて
いるのかの気づきを得て、次なる学びへの動機づけになった、とするものであ
る。
　・今回の話し合いでは、自分の学べたこと、相手が学べたこと、多くの意見
を共有し、自分の考えが広がっただけではなく、視野も知識も広げること
ができた。この中で行われた話し合いを、忘れずに次の実習から生かして
いきたいと思う。
　・グループメンバーに意見を求めたり、逆に意見を述べることで、違った視
点から患者さんをみることができたり、援助方法を考えることができて、
とても良い学びとなった。次回からの実習も今日学んだことを生かして、
患者さんに寄り添えるような看護を提供していきたい。
　・他の人が学んだことも、意見を聞いて知ることができたので今後の実習で
いかせれるようにしていきたいと思う。
　・他の人の話を聞くことで自分ができなかったことを話を通してどのような
ものだったのかポイントや考え方を聞くことで次回への学びになった。
　・今回の反省やグループメンバーの話を参考にして今後の実習に臨みたい。
さらに、苦痛の少ないバイタルサイン測定の順序や洗髪などのケアの方法
を聞くことができたので、同じ様な患者を受け持った際にはぜひ実践して
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みたいと思った。
　・メンバーの発表を聞いて、その状態に応じた優先度の配慮をすることや時
間配分をすることの重要性を学んだので次回の実習に生かしていきたい。
　・同じ疾患でも患者さんによって経過が異なり、･･･退院に向けた指導も変
わってくることを改めて実感しました。それに伴って必要な知識・技術・
コミュニケーション方法も異なってくるため、機会があれば、他の学生の
受け持たせていただいた患者さんについてもっと聴いて、学びたいと思い
ました。
　・自分の経験とメンバーが工夫したことや「こんな風にやった」っていう内
容をこれからの実習で活用していきたいと思った。
　・臨床場面で足りないと感じた専門知識・技術も共感できることが多くあっ
たため、復習や事前学習を行って次の実習では改善したいと感じた。
　・自分やみんなが学んだことをこれから生かして、自分に今できることは何
なのかを考え、実践し、今後の実習を頑張っていきたいと思った。
　・自分が実習を通して感じたこと、同じように困ったことがあったというこ
とを共有でき、今後の実習に向けてグループメンバーと共感したこととし
て生かせると思った。
　・カンファレンスではとても緊張したけど全員が発言して意見交換ができ
て、ほっとして、皆にありがとうという気持ちだった。次回からの実習も
がんばりたいと思った。
　・必要な学習をしっかりとアセスメントできるレベルまで学習する大切さを
改めて痛感し、今後の実習では同じことはしないようにしていきたい。
（４） 社会的スキル向上への気づき
　ミーティングでの討論が実りあるものになるかどうかは、メンバーのプレゼ
ンテーション能力や仲間の発表に対して適切に質疑応答するスキル、相互交流
をよどみなく進めていくグループ技能、同意や共感といった社会的態度などに
依存している。自分たちがもっとこうした能力やスキルを身につけることによ
り、グループでの討論活動が改善されるのではないか、との気づきや反省も少
数ながら指摘されている。
　・司会の進め方がいけない･･･。皆が参加できるような進め方をしなければ
ならないし、しっかりと意見をお願いしなければならないと感じた。発表
者側では、上手くまとめて相手がわかりやすいような発表をしなければな
らなくて、･･･伝えたいことが上手くまとめれていないのであれば、もっ
と事前に考えてくるべきだと感じた。
　・事前にまとめの会について読み込みをしておらず、理解していないまま
行ってしまった。そのため、内容の薄さや求めている内容につながらなかっ
た。話し合いの際の礼儀を意識する。調べたことの発表が出来る様、資料
の用意が必要であった。
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　・「まとめの会」自体はみんな質問や発言をしていたが、私もできなかったが、
もっと盛り上がるように話す内容が深くなればより良い会ができたのでは
と感じた。
　ここでは学生たちのふり返りの意見をカテゴリーごとにまとめて示したが、
多くの学生はこれらの感想を複数ずつ記していた。ここで見られるように、彼
らは臨地実習を共にしてきた仲間と体験を語り合う中で、個別に学んだ体験を
超えた多くのことがらに気づいたり、学んだりすることができていることがう
かがえる。以後は実践を積み重ねる中で、LTD-NP過程プランのステップの数
やその内容が妥当であるか否か、討論がより活発で豊かなものになるためには
どのようにグループ技能を向上させなくてはならないか、等について精査して
いかなければならない。
　最後に、LTD-NPでの学習目標の達成度をどう評価すべきかについて触れて
おきたい。LTD話し合い学習法は、学習者の主体的な活動を中心に進んでい
くために、個々の学生たちがどのように、あるいはどの程度まで討論の中で学
んでいるのか、について把握することが難しい。したがって、学習の区切りの
段階での目標の達成度について、正確で客観的な評価をすることが重要となる。
実習内容に係る目標だけでなく、グループ活動のあり方も含めて、どのような
方法で評価することが可能かについても、今後検討していく必要があるだろう。
【付記】
　本稿で提案したLTDを臨地実習に応用するというアイデアは、中部大学生
命健康科学部教授牧野典子氏および同看護実習センター助教松田麗子氏との協
同学習に関する研究会で生まれたものである。また、成人急性期実習の指導を
担当された同看護実習センター助手西久保ひろみ氏に記して謝意を表します。
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